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■北勢地域直轄現場視察を実施（08.20）
川崎ひでと衆議院議員・山本さちこ
参議院議員・世古万美子衆議院議員
とともに北勢地域内の国土交通省の
直轄事業である揖斐川深谷地区の樋
管本体工等、桑名東部拡幅(伊勢大
橋)、東海環状自動車道(田切川橋・
養老トンネル)、北勢バイパス曽井
高架橋付近、四日市バスタ(よんま
るテラス)を視察いたしました。

■キオクシア株式会社 四日市工場視察（08.10）

半導体は日本の戦略分野であり、北勢地域にとって極めて重要な産業で
す。日本と北勢地域の経済成長のために、この地域の半導体産業のより
一層の発展に向けて微力を尽くして参ります。

■移動政調会・自民党三重県連政経セミナー
（08.22） 小林鷹之政調会長はじめ政調会

メンバー8名が来県され、三重県
で移動政調会が開催されました。
メモリー半導体大手・キオクシ
ア四日市工場を視察したほか、
津市にて三師会・看護連盟の皆
様と意見交換を行いました。

移動政調会終了後は自由民主党三重県支部連合会政経セミナーに出席し、
小林政調会長より「今後の日本のあり方」と題してご講演を賜りました。
今回の来県を通じ、三重の強みを党の政策議論に反映して参ります。

それぞれの事業が地域住民の皆様の安心・安全や地
元経済の発展に直結した重要な事業です。各事業が
一刻も早く進捗するよう、同行した国会議員とも協
力しながら、政府与党として取り組んで参ります。

■石原まさたか政経セミナー開催！（08.28）
地元四日市市にて「石原まさ
たか政経セミナー2026」を
開催いたしましたところ、多
くの後援者の皆様にお集まり
戴きました。盛会のうちに終
えることができましたことに
心より感謝申し上げます。
講師として元観光庁長官の秡
川直也氏をお招きし、「我が
国の観光の現状と今後の展望
～ＡＩ時代の観光まちづくり
～」と題してご講演戴きまし
た。

岸田文雄元総理、
木原誠二元官房副
長官をはじめ9名の
衆議院議員を地元
四日市にお迎えし、
キオクシア株式会
社 四日市工場を視
察いたしました。



■石原まさたかプロフィール
生年月日 昭和46(1971)年11月29日
三重郡菰野町生まれ

【経歴】
名古屋大学大学院教育発達科学研究科助手
三重県議会議員
菰野町長
【現職】
菰野町土地改良区理事長
三重用水土地改良区副理事長
名古屋大学授業研究国際センター研究員

公式LINESNS一覧 YouTube

【主な所属】
・議院運営委員会
・環境委員会 理事
・決算行政監視委員会
・政治倫理審査会
・自由民主党国会対策委員会オブザーバー
・自由民主党文部科学部会副部会長

■夏祭り（08.01・02・07・09・11・14・22・23）
■富田の石取祭（08.15）

杉谷区夏祭り、岡区盆踊り、榊区夏祭り、田光区盆踊り、菰野第三区納
涼盆踊り大会、多度大社 献灯祭、札場町夏まつり、サマーフェス in 
FUKAYA、下村盆踊り大会、東一色自治会夏祭り、小島区夏祭り、大強
原盆踊り、千草区夏まつり、三滝川燈火まつり＆菰野町民盆踊り大会、
美山区納涼祭、桑名市播磨地区地蔵盆、鵜の里納涼きもだめし大会に参
加いたしました。各地区の歴史や温かい雰囲気を感じながら、地域の皆
様との交流を深めることができました。これからも地域に根差した行事
を大切にして参ります。

四日市市富田地区の石取祭りに参加しました。北村町、茂福町、富田
西町の3台の祭車が町内を練り歩き、勇壮な祭り囃子が響き渡りました。
四日市市の無形民俗文化財にも指定されている伝統行事であり、地域
に受け継がれてきた文化の重みを改めて感じる機会となりました。

■桑名石取祭鑑賞会（08.02）

桑名石取祭の重要な神事である渡祭始式
（春日神社）の鑑賞会に参加し、その後
祭車の渡祭を拝見いたしました。長い歴
史を受け継ぐ厳かな儀式を拝し、地域に
根付く伝統文化の力を改めて感じました。

■三重県町村会要望活動（08.04）
三重県町村会（会長：水谷俊郎東員
町長）の皆様からの学校施設整備に
関する要望活動に文部科学省へ同行
いたしました。三重県下15町のう
ち11町長が自ら出席されました。
現場の切実な声を踏まえ、必要な改
善に向けて力を尽くして参ります。

■靖国神社参拝・全国戦没者追悼式に出席（08.15）
「みんなで靖国神社に参拝する国会議員の
会」の皆様とともに靖国神社を参拝いたしま
した。また同日、日本武道館にて執り行われ
た全国戦没者追悼式に出席し、戦没者ご遺族
の皆様とともに黙祷を捧げました。平和の大
切さを改めて胸に刻む一日となりました。
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